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No. 203 京大広報

く大学の動き〉

京都大学市民講座の開催

本学では，財団法人京大会館楽友会の協力の下

に，広 く一般市民を対象とする 「京都大学市民講

座」を10月4日から民学部 WlOO講義室で開講し

た。

第 1回（昭和54年）のテーマは「人聞を考える」

であった（京大広報陥 183参照）が，今回は第 2

回で「人聞の生活を考える」をテーマに，人文，

社会，自然の諸科学の領域にわたって次の日程で

講義が行なわれている。

日 程

第 1日

10月4日（土）

第 2日

言挺

開講あいさつ

｛沼教の仁

動 物 の 「 道 徳 」

｜ 遺伝子工学と人聞社会

10月11日 （土） ｝
！ 痛みをおさえる話

なお，受講者は申込総数530名から拙せんによ

り330名を決定した。

議 師

回 敏男

文学部島教柊田
度次

理学部日教授官141 
敏｜盗

化学研究所高 教授浪
減

薬学部高教授木 h¥t ;:;J 

経済学部教授
山 田第3日 都市問題を考える 一経済学の立場からー 浩之

工学部西教川授
幸治

10月18日（土）
町づくりの智恵と技術
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く紹介〉

防災研究所・白浜海象観測所

沿岸海洋災害を防止 ・軽減するためには，暴風

時の海況変動を正確に担録するとともに， 王子常時

の沿岸海域の動態を究明しておかなければならな

い。この観点から，防災研究所では，昭和35年度

施設新営費によって，和歌山県の田辺的白ifi:i1j1

（平均海面下の水深約 5m，潟lUド距離約 300rn) 

に，我が国最初の海洋観測燃を設置して，観測研

究を実施してきた。

昭和41年度には，白浜海象観測所として防災研

究所の附属施設となり，翌年にはi’ll.只ー町i:i:WI字削

崎に観測所用地を購入し，その後本館の辿設，観

測艇の購入，観測港への電源ケープノレの埋設及び

流速計検定装置の設置とそのための隣接地の購入

などを経て，現在， 991m＇の構内に写真のような

;;j支店iと，職員宿舎（ 2棟）がある。定員は助手 1

名及び技官 2名である。

海洋観測塔の設置以来，実施してきた主要な研

究課題とその概要は，次のとおりである。

(1) 強風時の波浪の特性：海洋観測搭の波高計

と紀伊水道沿岸に設置されている他官庁の波高計

二よる記録をスペクトノレ解析して，台風時の波￥1誌

の特性を究明し，波浪予知法の確立に努めてい

る。

(2) 津波 ・高i・:9Jの特性 ：大阪湾に来襲する津波

・高槻lの予知に資するため，観測J?li及び田辺的や

紀伊水道沿岸のi¥9］位記録を解析して，これらの長

周期波の伝橘特性を究明している。

(3) 海洋 ・大気境界過程.Jm＼波の発生機構を調

べるために，観測黙で波浪観測を行なうととも

に， 強風時の暖 ・冷水塊の流入に伴って， 時間

的 ・場所的に海水温が急変するいわゆる水温躍層
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の混合と復旧の実態を明らかにしている。

(4) 紀伊水道の海況変動 ．紀伊水道において，

冬期， 黒潮の暖水塊と瀬戸内海の冷水塊が接す

る所にできる海水の密度の等しい前線（oceanic

front）の発生を見出したので， その成因と維持

機構を追求するとともに，その周辺地域に及ぼす

気候的影響を地球的規模に比べて小さい，中規模

のいわゆるメソスケーノレの大気 ・海洋相互作用の

立場から研究している。

(5) 海浜過程の調査 ・紀伊半島には白良浜をは

じめ多くのポケットビーチ（両端を岩礁や岬で固

まれた海浜）があるので，その幾何学的形状特性

をはじめ，変動機構を調べて，安定な自然海浜の

特性を研究している。

本観測所では，海洋観測塔を基地として，防災

研究所海岸災害部門，災害気候部門をはじめ，理

学部，工学部の関係講座の協力を得て観測研究を

進め，沿岸海象に関するかなりの研究成果をあげ

てきた。なお，本観測所では，観測海域の拡大に

伴い，設置以来満20年を経過した海洋観測塔の更

新，さらには移設をはじめ紀伊水道における観測

調査を可能にする大型観測艇など観測機器の整備

が望まれている。

（防災研究所）

白 浜 海 象観測所

誌

(1980年 9月1日～ 9月30日）

9月2日 体育指導セソタ ー管理運営委員会 大学図書館長 MaungMaung氏来学，附属

図書館視察6目 安全委員会

10日 同和問題委員会

グ 防火委員会

17日 国際交流委員会

。 ドイツ連邦共和国 Alexandervon Rumbo・ 

ldt財団事務総長 HeinrichPfeiffer氏来学，

総長ならびに関係教官と懇談

20日 中華人民共和国中国科学院外事局高I］局長 犯

-:!if 山氏来学，総長ならびに関係教官と懇談

22日 環民保全委員会

24白 ヒ、ノレマ国教育省高等教育局中央図書館長

Thaw Kaung氏および Mandalay文理科
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26日建築委員会

グ 発明審議委員会

27日 学位授与式

。 タンザニア国 Dares Salaam 大学副学長

Nicholas Kuhanga氏釆学， 国際交流委員

会関係教官と懇談

29日 組換え DNA実験安全委員会

グ メキシコ国視察団団長（Toluca市長） Jose 

Antonio Mufioz Samayoa氏外15名来学，

関係教官と懇談

30日評議会
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